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1 はじめに
Androidアプリケーション開発の推奨言語であるKotlin

は，Javaとの連携が容易であり，簡潔かつ安全なコード
が書ける [1] という利点から Javaからの移行が増えてき
ている [2]．しかしながら，Android Studioなどの IDE

の提供する自動コンバート機能での変換はユーザーの意
図に沿わない変換になる可能性があり，その修正が煩雑
になりがちである．これに対し，我々は Javaで開発され
たアプリケーションのKotlinへのスムーズな移行を支援
することを目的とした変換支援ツールの開発を行う．本
論文のツールは既存のコンバータを使用して Javaから
Kotlinへのコンバートを行う前に，コンバートで問題が
生じうる箇所を指摘する．具体的には，Kotlinへの変換
に際し nullableにせざるを得ない変数に対しての注意喚
起やクラスの継承関係を考慮したフィールド名やアクセ
サの妥当性の確認などを行う．本発表では，本ツールの
設計及びそのプロトタイプの実装について述べる．

2 Java-to-Kotlin変換支援ツール
2.1 変換支援の必要性
Javaから Kotlinへのコンバートを行った後のコード
の修正が煩雑になりがちな理由として，主に以下の 2つ
が挙げられる．

1. Kotlinの目的である null参照をなくしたコードが
生成出来ない

2. Javaの時と全く同じ動作を行うコードにならない
ことがある

例えば，1つ目の事例に該当するものとして，現存コン
バータでは初期化が宣言時にされていないフィールドの一
部は，nullを許容する nullable型になってしまうことが挙
げられる．Kotlinはnull参照によるNullPointerException

の可能性を排除することを目的としている言語である [3]

のに対し，機械的なコンバートによって nullの可能性を
内包する nullable型が大量に存在する状態は言語の目的
に反するものである．
また，2つ目の事例に該当するものとして、サブクラス
においてスーパークラスで定義された setメソッドを使
用している際に、パラメータの名前によってはコンバー
トが上手くいかず、Unresolved Referenceもしくは Val
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cannot be reassignedのエラーメッセージが出てくるこ
とがある．
Google Samplesの JavaプロジェクトをKotlinにコン
バートした結果，確認できたエラーコードの多くが例に
挙げた事例に当てはまるものだった．このことから，コ
ンバート後の変換支援が必要であると分かる．
2.2 変換支援の方法
機械的なコンバートによってコードを自動変換するこ
とは，ユーザーの意図に沿わない変換になる可能性があ
る．このため，本論文のツールでは，コンバートの作業
を行う前にユーザーに対して修正が必要になる箇所とそ
の修正案を提示することで，ユーザーに修正を促すとい
う方法をとる．
ここでユーザーの支援を行う際に必要な情報は以下の
ものである．

• コンバート後に修正が必要となり得るコードの場所
• どういったエラーが出るか
• 可能ならば Javaの時点で可能な修正案，コンバー
ト後にしか対処不可ならコンバート後の修正案

なお，この時に修正案が複数ある場合はそれらを全て
ユーザーに提示し，どれを採用するかはユーザーの判断
に委ねる。
修正が必要な記述は複数のプログラムファイルにまた
がる可能性があるので，修正箇所の検出は複数のファイル
にまたがる Javaプログラムを同時に扱える必要がある．
2.3 変換支援ツールのプロトタイプの仕様
本ツールの主要な機能は以下の 2つである．
• プログラム内に Java to Kotlinコンバートによっ
て修正が必要になり得る箇所があるかどうかを判
断する機能

• 修正が必要と判断した場合に，想定されるエラー
メッセージと適切な修正案を出力

ツールへの入力は，コンバートを行う予定の Javaプ
ログラムが入ったディレクトリの絶対パスとする．なお，
このプログラムを含む Javaプロジェクトがビルドを行
うことが出来ない場合は，このツールの処理対象としな
い．また，今回は jarなどで提供されるライブラリに依
存したコードに対しての判定には対応しない．
ツールの出力に関しては次のように定める．まず，入
力として読み込まれる Javaプログラム中の Kotlin変換
後に支障をきたす記述を本稿では「注意喚起対象」と呼
ぶことにする．そして注意喚起対象に対して，該当ソー
スコードの箇所，予想されるエラーメッセージ，ソース
コードの書き換えを促すメッセージ等を出力する．
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図 1: 注意喚起対象 3及び 5の検出ケースがある時の動作の様子 (ライブラリ依存のコードの可能性あり)

図 2: 外部設計・内部構造

3 Java-to-Kotlin変換支援ツールの
設計と実装

3.1 システム構成
このツールの内部は図 2に示す通り 3つに分かれる．
1. 構文解析器
ここでは，入力として与えられたパスが指し示す
ディレクトリの中に入っている複数のプログラム
を 1つ 1つ解析し，抽象構文木を生成する．

2. 情報取り出し部
ここでは，構文解析器で作成した抽象構文木を
visitorパターンを使用して辿り，判断に必要な情
報を取り出して ArrayList や HashMap に保存す
る．判断に必要な情報は以下の通りである．

• 各クラスのフィールド/メソッド情報
• 各クラス間の継承関係
• インターフェース，実装クラスの関係

3. 妥当性判定部
ここでは，取り出した情報を元にプログラム一つ
一つについてチェックを行い，注意喚起対象がプロ
グラム内に存在するかどうかを見ていく．

この 3つに関して，構文解析器では Javaファイル単
位，情報取り出し部と妥当性判定部はクラス・インター
フェース単位で動作を行う．
3.2 本ツールでの注意喚起対象の詳細
構文解析器と情報取り出し部を用いて取り出した情報
を元に，注意喚起対象が存在するかどうかを妥当性判断
部にてクラス単位で判断する．

ユーザーに注意を促す注意喚起対象を以下に示す．
1. 初期化が行われていないフィールド宣言
2. 継承しているクラスもしくはインターフェースに
同じ名前の独立したフィールドが存在するクラス
定義

3. inner/nestedクラスで定義された privateメソッド
の enclosingクラスでの使用

4. getter/setterメソッドとフィールド名の結び付き
5. スーパークラスもしくはインターフェースに get-

ter/setterメソッドを持つクラスのメソッド呼び出
し箇所とそのパラメータの名前

3.3 実装環境・実行例
実装環境は以下の通りである.
• Intel Core i7

• macOS Big Sur 11.1

• Intellij IDEA 2020.2.4

• Kotlin version 1.4.20-RC

• JavaParser 3.16.1

• JVMTarget = 1.8
また，動作の様子を表したものを図 1に示す．

4 まとめ
本論文の変換支援ツールを Google Samplesのプログ
ラムに適用したところ，3.2節で挙げた注意喚起対象へ
の対処が行えることを確認できた．しかしながら，3.2節
に列挙したもの以外にもコンバート後に修正が必要にな
り得る状況が見出された．この箇所を検出できるように
すること及びツールを評価するための客観的な指標の作
成は今後の課題である．また，IDEのプラグインとして
の実装やライブラリを読み込む機構の導入も検討事案で
ある．
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